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科学掘削と地震学的構造研究：  
海洋性島弧掘削から Mohole まで 
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講義内容 : 

  南海地震発生帯において「ちきゅう」による初めての科学掘削が行われ、事前研究も含んで多くの成果

を挙げつつある。それに続く科学掘削計画とし、日本を中心とした国際研究チームにより伊豆・小笠原・マリアナ

弧の科学掘削が提案されている。伊豆・小笠原・マリアナ弧に代表される海洋性島弧は、様々な地球科学的研究か

ら、今日の地球上で新たに大陸的な地殻が生成されている場であると考えられている。現在提案されている掘削計

画では地殻深部物質の直接採取により、海洋性島弧での大陸的地殻生成の検証を究極の目的としている。具体的に

は、地殻生成の各段階（即ち、島弧地殻生成前の海洋地殻、沈み込み開始時の前孤地殻、初期島弧地殻、現島弧地

殻）で生成された地殻の掘削・地殻物質採取を計画している。掘削計画の事前研究とし、ＩＦＲＥＥでは伊豆・小

笠原弧を中心に大規模な地下構造探査を実施し、その結果から海洋性島弧進化のスナップ・ショットとしての地下

構造が明らかになってきた。特に、太平洋プレート沈み込み直後の前孤海洋地殻、極初期島弧における急激な地殻

成長、四国海盆拡大以前に形成された古島弧と現在の火山フロントの地殻構造の類似性などが特筆すべき成果とし

て挙げられる。本講演の前半ではこれら一連の調査の結果をまとめる。 
  一方、伊豆・小笠原掘削は将来の海洋地殻全掘削によるMohole計画の先行研究の側面も持つ。伊豆・小

笠原海溝陸側斜面での最新の潜航調査などから、海洋地殻層序である玄武岩・はんれい岩・マントル橄欖岩が連続

して観察・採取された。これら岩石の年代は 50Ma 程度を示し、前弧域での地震学的構造研究の結果とともに、

太平洋プレート沈み込み直後における前孤拡大による海洋地殻生成を強く示唆している。この前孤域のはんれい

岩・橄欖岩境界を掘削ることは、擬似的なMohole を掘削することとなる。しかしながら、Mohole計画の究極の

目的は、海洋地殻全掘削とその下のマントル岩採取であり、その為には“普通の”海洋地殻をマントルまで掘削す

ることが必要である。現在、それに向けての掘削計画立案が国際研究チームによって進められている。本年９月に

行われたＩＯＤＰの後期科学計画を議論する INVEST 会議でもその研究戦略が議論された。その中で、様々なス

ケールでの地震学的構造研究を通して、海洋地殻、Ｍｏｈｏ、マントルの理解が必要不可欠であると述べられてい

る。ＩＦＲＥＥでは伊豆孤前孤域での調査に続いて、“普通の”海洋地殻として、沈み込む前の太平洋プレートの

調査に着手した。本講演の後半では、これらの最新の結果とMohole実現に向けた今後の地震学的研究戦略につい

てまとめる。 


